
 本品は、Viability PCR(v-PCR)用の光反応性DNA結合色素で、従来のViability Dyeであるプロピ
ジウムモノアジド(PMA)の改良製品です。 
可視光照射によりDNAに共有結合しますが、本品は細胞膜を透過しないため、生細胞は修飾を受け
ず、死細胞のみが修飾されます。そして、この修飾DNAはPCRで増幅されないため、生細胞由来の
DNAのみが増幅されることにより、定量PCRによる生菌の選択的検出にご利用頂けます。 

Viability PCR用 色素 

PMAxx™ Dye 

メーカーコード 品名 容量

40069 PMAxx™ Dye, 20 mM in H2O 100μL

 死細胞特異的色素 
 PMAより生菌/死菌の区別が良好 
 光活性化後DNAに共有結合 

濃度： 20mM in water 
励起波長/蛍光波長： 

λAbs = 464 nm (before photolysis) 
λAbs/λEm= ～510/～610 nm (with DNA/RNA, after photolysis) 

基本的なv-PCRの手順 

【特長】 

ｽﾃｯﾌﾟ1 色素添加→ ｽﾃｯﾌﾟ2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾄ→ ｽﾃｯﾌﾟ3 露光→ ｽﾃｯﾌﾟ4 DNA抽
出→ｽﾃｯﾌﾟ5 定量PCR 

製品概要 

① Add dye 

② Incubate in dark ③ Expose to light 

④ Purity DNA & 
⑤ Perform qPCR 



メーカーコード 品名 容量

40013  PMA (Propidium Mono Azide) 1mg

40019  PMA Dye, 20 mM in H2O 100μL
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●収載されている試薬は、試験・研究の目的にのみ使用されるものであり、「医薬品」、「食品」、「家庭用品」などとしては使用できません。 
●希望納入価格には消費税等が含まれておりません。 
●記載の価格、法規情報は2021年3月時点の情報です。当社ウェブサイト(https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/index.html)にて最新情報をご確認下さい。 
 

枯草菌(未処理と熱処理)に25μM PMAまたはPMAxx™を添加、LED光源を照射し、DNAを精製後
、枯草菌DNAの500bpフラグメントを増幅した。PMA及びPMAxx™によって処理したサンプル
では、生細胞由来DNAの増幅には影響見られず、死細胞においては未処理サンプルと比較してCt
値が上昇(死細胞DNAのPCR増幅を抑制）が見られた。また、PMAxx™で処理された死細胞の
qPCRは、PMAで処理された死細胞と比較して有意に遅延（> 7 Ct）することが示された。 
 

PMAxx™ とPMAの性能比較 

【関連製品】 
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